
所
長
来
賓
あ
い
さ
つ

④
東
京
都
計
量
協
会
会
長
表

彰⑤
受
賞
者
謝
辞

⑥
東
京
都
計
量
協
会
計
量
管

理
研
究
部
会
計
量
管

理
強
調
月
間
標
語
優

秀
作
品
表
彰

⑦
記
念
撮
影

■
東
京
都
計
量
協
会

会
長
表
彰

【
個
人
の
部
】
▽
奥

野
正
典
（
幸
和
精
機

産
業
代
表
取
締
役
）

▽
佐
々
木
康
雄
（
新

興
度
量
衡
製
作
所
取

締
役
技
術
部
長
計
量

士
）▽
高
橋
正
樹（
東

京
都
計
量
協
会
計
量

士
）
▽
西
尚
仁
（
横

田
計
器
製
作
所
製
造

一
課
長
）
▽
増
渕
孝

和
（
昭
和
飛
行
機
工

業
品
質
保
証
部
）

【
事
業
所
の
部
】
▽

松
屋

【
計
量
標
語
】

◇
最
優
秀
＝
▽
宅
萬

道
明
（
三
越
伊
勢
丹

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
▽
阪

野
淳
（
森
永
乳
業
）

◇
佳
作
＝
▽
木
村
多
佳
（
森

永
乳
業
）
▽
西
岡
知
彦
（
森

永
乳
業
）

　

東
京
都
計
量
協
会
は
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
下
、
第
3
回
理

事
会
を
対
面
形
式
と
W
e
b

形
式
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
で
開

催
し
た
。

【
日
時
】
2
0
2
1
年
（
令

和
3
年
）　

月　

日　

、　

10

15

（金）

14

時
か
ら

【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階
会
議
室
A

　

小
川
会
長
か
ら
開
会
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
定
款
に
従

【
日
時
】
2
0
2
1
年
（
令

和
3
年
）　

月　

日（
木
）、　

11

11

14

時　

分
か
ら

30
【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階　

会
議
室
A

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
開
会

②
会
長
あ
い
さ
つ

③
東
京
都
計
量
検
定
所
戸
澤

③
令
和
3
年
度
の
計
量
大
会

「
茨
城
県
（
大
洗
）」
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
開
催
中

止
を
決
定
し
た
。

④
令
和
4
年
度
計
量
大
会

の
開
催
当
番
県
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
に
決
定
し
た
。

⑤
今
後
の
組
織
体
制
の
在

り
方
、
会
則
、
会
費
問
題

に
つ
い
て

　

運
営
委
員
会
に
お
け
る

協
議
・
検
討
状
況
を
確
認

し
た
。

⑥
そ
の
他

　

計
量
制
度
と
計
量
士
不

足
に
つ
い
て
、
現
状
を
意
見

交
換
し
た
。

東
京
計
量
士
会

■
「
W
e
b
都
民
計
量
の
ひ

ろ
ば　

2
0
2
1
」

「
く
ら
し
と
計
量
」　

～
学

ぼ
う
！　

く
ら
し
の
中
の
い

ろ
ん
な
計
量
～

　
「
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば　

2
0
2
1
」
が
、
2
0
2
1

年　

月　

日　

か
ら　

月　

10

16

（土）

12

15

日　

ま
で
の
2
カ
月
間
に
渡

（水）

り
、
特
製
W
e
b
上
で
開
催

さ
れ
た
。

　

当
東
京
計
量
士
会
で
は
、

9
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
う
ち
、

「
環
境
と
計
量
の
コ
ー

ナ
ー
」
の
「
海
洋
汚
染
防
止

（
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
）」
及
び
「
地
球
温
暖
化
防

止
（
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
）」
に
つ
い
て
と
、「
く
ら

し
の
中
の
計
量
の
コ
ー

ナ
ー
」
の
「
容
量
線
入
り

（
目
盛
付
き
正
量
）
グ
ラ
ス

の
紹
介
」
に
つ
い
て
担
当
し

た
。

■
「
令
和
3
年
度
東
京
計
量

士
会
第
4
回
理
事
会
の
開
催

に
つ
い
て
」

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
久

し
く
（
対
面
方
式
で
は
）
開

催
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
事

会
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
特
別

警
戒
も
ひ
と
ま
ず
解
除
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
間
隔
を
採

る
な
ど
の
対
策
を
図
っ
た
上

で
、下
記
に
よ
り
開
催
し
た
。

【
日
時
】
2
0
2
1
年
（
令

和
3
年
）　

月　

日　

、　

12

17

（金）

13

時　

分
～　

時

30

17

【
場
所
】
東
京
都
立
産
業
貿

易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
4
階

第
一
会
議
室

【
議
題
】
①
第
3
回
理
事
会

（
9
／　

）
議
事
録
の
確
認

17

に
つ
い
て
②
出
前
計
量
教
室

の
動
き
に
つ
い
て
③
都
民
計

量
の
ひ
ろ
ば
W
e
b
開
催
に

つ
い
て
④
計
量
記
念
日
全
国

大
会
（　

／
1
）
報
告
に
つ

11

い
て
⑤
関
ブ
ロ
代
表
者
会
議

（　

／　

）
報
告
に
つ
い
て

10

28

⑥
都
計
協
会
長
表
彰
式
（　
11

／　

）
報
告
に
つ
い
て
⑦
各

11
部
報
告
⑧
そ
の
他
：
▽
テ
ミ

ス
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
検
定
所
へ

の
贈
呈
式
（
9
／　

）
に
つ

24

い
て
▽
2
0
2
0
年
度
（
令

和
2
年
度
）
産
業
技
術
環
境

局
賞
受
賞
式
（　

／
1
）
報

11

告
に
つ
い
て
▽
2
0
2
1
年

度
（
令
和
3
年
度
）
経
済
産

業
大
臣
表
彰
状
受
賞
式
（　
11

／
1
）
に
つ
い
て

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

■
2
0
2
1
年　

月
10

▽　

月　

日　

＝
都
中
央
会

10

15

（金）

表
彰
式
出
席
。
組
合
理
事
渡

部
洋
士
氏
（
渡
部
計
器
製
作

所
）
が
組
合
功
労
者
の
表
彰

を
受
け
た

▽　

月　

日　

＝
都
計
協
会

10

15

（金）

議
出
席
▽　

月　

日　

＝
理

10

19

（火）

事
会
開
催
。
9
月
理
事
会
議

事
録
確
認
、月
次
収
支
報
告
、

水
銀
廃
棄
代
の
見
積
り
に
つ

い
て

▽　

月　

日　

＝
計
量
機
器

10

22

（金）

事
業
振
興
功
労
者
表
彰
式
。

組
合
員
薄
井
克
博
氏
（
日
本

計
量
器
工
業
）
が
計
量
機
器

事
業
振
興
功
労
者
の
表
彰
を

受
け
た

■
2
0
2
1
年　

月
11

▽　

月
1
日　

＝
計
量
全
国

11

（月）

大
会
出
席
、
代
表
理
事
横
山

守
二
氏（
東
亜
計
器
製
作
所
）

が
経
済
産
業
大
臣
の
計
量
関

係
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
た

▽　

月　

日　

＝
都
計
協
理

11

11

（木）

事
会
出
席
。
表
彰
式
出
席
。

組
合
員
上
野
忠
正
氏
（
東
亜

計
器
製
作
所
）
が
東
京
都
生

活
文
化
局
長
賞
を
受
け
た
。

組
合
員
西
尚
仁
氏
（
横
田
計

器
製
作
所
）
が
東
京
都
計
量

協
会
長
賞
の
計
量
関
係
功
労

者
の
表
彰
を
受
け
た

　

東
京
都
計
量
協
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
に
よ
り
、
毎
年

　

月
の
計
量
管
理
協
調
月
間

11の
行
事
と
し
て
恒
例
の
「
計

量
記
念
日
の
集
い
」
を
中
止

し
、「
東
京
都
計
量
協
会
会
長

賞
表
彰
式
」
を
開
催
し
た
。

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

No.282

　

2
0
2
1
年　

月　

日　

10

28

（木）

関
東
甲
信
越
計
量
団
体
連
絡

協
議
会
の
令
和
3
年
度
第
1

回
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。

【
日
時
】
令
和
3
年　

月　
10

28

日　

、　

：　

～　

：　

（金）

13

30

16

00

【
場
所
】
日
本
教
育
会
館
8

階
第
3
会
議
室

【
開
催
方
式
】
対
面
・
W
e

b
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
会
議

【
議
事
】

①
議
長
の
選
出

　

東
京
都
計
量
協
会
の
小
川

会
長
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が

進
行
し
た
。

②
こ
れ
ま
で
の
審
議
経
過
等

に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
ま
で
の
審
議

経
過
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

部
会
・
団
体

だ
よ
り

毎
日
更
新

毎
日
更
新
！！

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ

計
量
計
測
デ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ババババババババババババババババババババ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククククククククク

タ
バ
ン
ク
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

いち早く、計量計測関連
情報をキャッチする計量
計測データバンク

https://www.keiryou-keisoku.co.jp
計量法、計量計測機器、県連団
体情報、コラム、寄稿などなど

関
東
甲
信
越
計
量
団
体
連
絡
協
議
会

令
和
3
年
度
第
1
回

代
表
者
会
議
開
催

い
小
川
会
長
を
議
長
に
議
案

を
審
議
し
た
。

【
議
事
】

①
令
和
3
年
度

の
関
東
甲
信
越

計
量
団
体
連
絡

協
議
会
に
関
わ

る
活
動
報
告
が

あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。

②
令
和
3
年
度

都
民
計
量
の
ひ

ろ
ば
の
W
e
b

開
催
で
の
活
動
内
容
報
告
が

▽　

月　

日　

＝
理
事
会
開

11

19

（金）

催
。　

月
理
事
会
議
事
録
確

10

認
、
月
次
収
支
報
告
、
経
産

省
か
ら
の
「
水
銀
使
用
製
品

の
表
示
等
の
調
査
」
に
つ
い

て
調
査
内
容
の
回
答
確
認
、

新
年
会
開
催
に
つ
い
て

▽　

月　

日　

＝
中
央
会
全

11

26

（木）

国
大
会
出
席

（
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
は
、　

、　

、　

20
21
22

面
に
掲
載
）

「
東
京
都
計
量
協
会
会
長
賞
表
彰
式
」を
開
催

「
計
量
記
念
日
の
つ
ど
い
」は
中
止

会長表彰式のようす 戸澤都所長来賓挨拶

会長表彰の佐々木氏 受賞者記念撮影のようす

東京都計量協会
 令和3年度 
 第3回理事会開催

あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

③
令
和
3
年
度
出
前
計
量
教

室
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
5
校
で
開
催
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。

④
ジ
ュ
ニ
ア
計
量
学
校
に
つ

い
て
、
現
状
の
確
認
と
意
見

聴
取
結
果
の
内
容
報
告
が
承

認
さ
れ
た
。

⑤「
計
量
記
念
日
の
つ
ど
い
」

開
催
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

中
止
し
、
当
会
会
長
賞
表
彰

対面・Web形式会議のようす

式
を
東
京
都
計
量
検
定
所
の

会
議
室
で
開
催
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。
表
彰
式
後
の

懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
の
た
め
中
止

と
決
定
。

⑥
令
和
4
年
度
の
「
新
年
賀

詞
交
換
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
み
な
が
ら　

月
中

11

旬
頃
に
結
論
を
出
す
こ
と
と

し
た
。（
そ
の
後
、
中
止
に
決

定
）

⑦
そ
の
他

▽
出
席
者
の
近
況
報
告

▽
産
業
技
術
総
合
研
究
所
が

所
有
す
る
「
キ
ロ
グ
ラ
ム
原

器
及
び
原
器
類
」
が
重
要
文

化
財
（
メ
ー
ト
ル
条
約
並
度

量
衡
法
関
係
原
器
）
に
追
加

指
定
さ
れ
た
旨
の
報
告

対面・Webハイブリッドの代表者会議のようす

（第三種郵便物認可） 2022年（令和 4年）1月1日（土）（18）第3363・64・65号



　

B
）。

　

あ
る
い
は
P
L
A
N　

C

で
は
実
際
に
測
定
し
た
最
大

の
ば
ら
つ
き
の
値
よ
り
や
や

大
き
な
ば
ら
つ
き
を
想
定
し

て
管
理
値
と
し
て
決
め
、
C

M
C
の
不
確
か
さ
の
申
請
に

用
い
る
。

　

P
L
A
N　

B
や
P
L
A

N　

C
の
場
合
は
、
顧
客
の

器
物
の
寄
与
の
評
価
は
、
校

正
手
順
と
し
て
は
ば
ら
つ
き

（
た
と
え
ば
複
数
回
測
定
し

た
場
合
の
実
験
標
準
偏
差
）

が
あ
る
管
理
値
以
内
で
あ
る

こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と

に
し
、
そ
れ
以
内
で
あ
れ
ば

不
確
か
さ
要
因
の
評
価
は
管

理
値
に
よ
り
決
め
打
ち
と
し

て
置
き
換
え
る
。
し
た
が
っ

て
管
理
値
内
の
器
物
の
校
正

業
務
で
は
不
確
か
さ
バ

ジ
ェ
ッ
ト
に
変
更
は
発
生
せ

ず
、
不
確
か
さ
評
価
の
工
数

を
合
理
化
で
き
る
。

　

同
様
の
通
常
校
正
業
務
で

の
不
確
か
さ
評
価
の
合
理
化

の
例
と
し
て
T
Y
P
E　

B

の
例
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き

る
。
図
4
に
あ
る
よ
う
に
、

外
部
校
正
を
行
う
上
位
校
正

機
関
の
校
正
の
不
確
か
さ
は

多
少
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り

う
る
。
測
定
の
不
確
か
さ
の

厳
密
な
評
価
の
観
点
か
ら

は
、
取
得
し
た
校
正
証
明
書

の
不
確
か
さ
に
変
化
が
あ
り

次
第
不
確
か
さ
の
値
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
P

L
A
N　

A
）。そ
の
結
果
C

M
C
の
値
に
変
化
が
出
れ
ば

そ
の
度
に
認
定
機
関
に
C
M

C
の
変
更
を
依
頼
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
校
正
の

度
に
変
更
作
業
が
発
生
す
る

の
で
、
こ
の
作
業
を
避
け
る

た
め
に
、
上
位
校
正
機
関
の

選
択
に
お
い
て
、「
あ
る
校
正

の
不
確
か
さ
よ
り
小
さ
な
不

確
か
さ
で
校
正
証
明
書
を
発

行
で
き
る
校
正
機
関
に
限
っ

て
外
部
校
正
を
発
注
す
る
」

と
管
理
す
る
こ
と
に
し
て
、

決
め
打
ち
に
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う

（
P
L
A
N　

B
ま
た
は
P

L
A
N　

C
）。

　

上
記
で
述
べ
た
す
べ
て
の

P
L
A
N
は
筆
者
の
理
解
し

て
い
る
限
り
す
べ
て
認
定
審

査
で
認
め
ら
れ
る
。
も
し
も

不
確
か
さ
に
最
大
寄
与
を
与

え
る
重
要
な
要
因
で
上
記
の

よ
う
な
安
全
を
取
っ
た
大
き

目
の
管
理
値
を
取
る
と
C
M

C
の
不
確
か
さ
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く

の
校
正
機
関
の
力
量
を
生
か

せ
ず
残
念
で
避
け
た
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
比
較
的
小
さ

な
寄
与
し
か
与
え
な
い
要
因

に
対
し
て
は
多
少
余
裕
を
見

た
管
理
値
に
置
き
換
え
て
も

顧
客
は
十
分
満
足
で
あ
ろ

う
。
不
確
さ
バ
ジ
ェ
ッ
ト
か

ら
ど
の
不
確
か
さ
が
支
配
的

で
あ
る
か
な
ど
、
個
々
の
不

確
か
さ
要
因
の
寄
与
の
重
要

さ
を
勘
案
し
、
校
正
機
関
の

判
断
で
合
理
化
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
、
認
定
の
申
請
に
使

わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
本
来
の
測
定
の
不

確
か
さ
と
認
定
さ
れ
る
C
M

C
の
不
確
か
さ
が
異
な
り
う

る
プ
ロ
セ
ス
の
例
を
述
べ

た
。
次
回
（
下
）
で
は
、
不

確
か
さ
の
手
法
の
別
の
応
用

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

『
不
確
か
さ
と
適
合

性
評
価
』（
中
）

　

不
確
か
さ
と
適
合
性
評
価

に
関
す
る
話
題
の
二
つ
目
と

し
て
、
今
回
は
認
定
と
不
確

か
さ
を
取
り
上
げ
る
。

　

校
正
機
関
が
認
定
さ
れ
た

と
き
に
認
定
機
関
か
ら
発
行

さ
れ
る
認
定
証
に
は
校
正
対

象
量
や
校
正
範
囲
な
ど
と
共

に
校
正
測
定
能
力（C

alibr

atio
n
an
d
M
e
asu
re

m
en
t
C
ap
ab
ility

、
以

下
C
M
C
）
の
不
確
か
さ
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不

確
か
さ
は
校
正
機
関
の
力
量

で
あ
る
校
正
の
不
確
か
さ
を

反
映
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ

に
加
え
認
定
の
ル
ー
ル
な
ど

の
様
々
な
要
素
を
検
討
し
て

決
定
さ
れ
る
。
今
回
は
ご
く

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
校
正

（
測
定
）
結
果
の
不
確
か
さ

評
価
が
、
校
正
機
関
が
認
定

申
請
の
際
に
提
出
す
る
不
確

か
さ
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
で
ど

の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
か
の

例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す

る
。

　

ま
ず
図
1
に
、
前
提
と
す

る
ご
く
一
般
的
な
計
量
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
例
を
あ

げ
た
。
こ
こ
で
は
、
外
部
の

上
位
の
校
正
機
関
に
参
照
標

準
の
校
正
を
依
頼
す
る
。
そ

の
参
照
標
準
を
校
正
の
日
常

業
務
に
多
数
回
直
接
使
用
す

る
と
劣
化
の
リ
ス
ク
も
あ
る

し
業
務
と
し
て
行
え
る
校
正

可
能
件
数
に
限
り
が
出
る
な

ど
の
理
由
か
ら
、
通
常
は
実

用
標
準
（
以
下
、
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

〔
W
S
〕）
と
呼
ば

れ
る
複
数
の
標
準
器

を
校
正
機
関
内
で
校

正
（
通
常
内
部
校
正

と
呼
ば
れ
る
）
し
、
顧
客
の

器
物
の
校
正
（
以
下
で
は
、

認
定
校
正
と
呼
ぶ
）
に
用
い

る
。
認
定
機
関
に
よ
る
校
正

機
関
の
審
査
で
は
内
部
校
正

と
認
定
校
正
の
双
方
の
校
正

作
業
が
審
査
の
対
象
と
な
る

が
、
認
定
証
に
記
載
さ
れ
る

の
は
、
通
常
は
認
定
校
正
の

C
M
C
の
み
で
あ
る
。

　

W
S
を
使
う
認
定
校
正
に

お
い
て
、
不
確
か
さ
要
因
は

ざ
っ
く
り
図
2
の
よ
う
に
あ

げ
ら
れ
る
。③
の
W
S
の
不
確

か
さ
項
目
は
、参
照
標
準
に
よ

り
内
部
校
正
し
た
校
正
の
不

確
か
さ
と
W
S
の
長
期
安
定

性（
内
部
校
正
し
て
か
ら
認
定

校
正
を
行
う
間
に
W
S
が
ド

リ
フ
ト
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
）、
な
ど
が
含
ま
れ

る
だ
ろ
う
。方
法
の
不
確
か
さ

④
の
中
に
は
、比
較
に
使
用
す

る
設
備
の
不
確
か
さ
が
含
ま

れ
て
お
り
、た
と
え
ば
簡
単
な

温
度
計
の
比
較
校
正
の
場
合

で
は
比
較
温
槽
の
温
度
分
布

や
時
間
的
変
動
に
起
因
す
る

不
確
か
さ
が
含
ま
れ
る
。最
後

に
、校
正
対
象
に
起
因
す
る
も

の
⑤
で
は
、校
正
対
象
自
身
の

繰
り
返
し
性
に
起
因
す
る
も

の
や
、デ
ジ
タ
ル
機
器
で
分
解

能
に
起
因
す
る
不
確
か
さ
等

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
不
確
か
さ
の
評

価
法
に
つ
い
て
は
、
G
U
M

（
I
S
O
／
I
E
C
ガ
イ
ド

　

―
3
）を
は
じ
め
た
く
さ
ん

98の
文
献
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
図
2
に
あ
げ
た
認
定

校
正
の
不
確
か
さ
評
価
手
順

に
基
づ
い
て
、
校
正
証
明
書

は
本
来
発
行
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
校
正
機
関

と
し
て
認
定
を
受

け
ロ
ゴ
付
の
校
正

証
明
書
を
出
す
立

場
と
し
て
、
通
常

業
務
と
し
て
ほ
ぼ

毎
回
実
現
で
き
る

校
正
の
不
確
か
さ

を
重
視
す
る
観
点

か
ら
、
申
請
す
る

C
M
C
の
不
確
か

さ
を
決
定
す
る
追

加
ス
テ
ッ
プ
が
取

ら
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
、
そ

れ
が
今
回
の
話
題

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
C
M
C

の
不
確
か
さ
は
認

定
証
に
記
載
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、

認
定
ル
ー
ル
と
し

て
重
要
な
点
を
二

点
あ
げ
る
。

　
（
ル
ー
ル
1
）C
M
C
の
不

確
か
さ
は
校
正
機
関
が
認
定

を
受
け
る
事
業
の
認
定
の
範

囲
の
内
で
達
成
で
き
る
最
も

小
さ
い
測
定
不
確
か
さ
を
意

味
し
、
そ
の
不
確
か
さ
よ
り

も
小
さ
な
不
確
か
さ
で
校
正

証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
（
ル
ー
ル
2
）通
常
業
務
に

お
い
て
、
一
般
顧
客
に
提
供

さ
れ
る
校
正
サ
ー
ビ
ス
の
不

確
か
さ
で
あ
り
、
最
良
の
実

在
す
る
校
正
対
象
機
器
の
不

確
か
さ
の
寄
与
を
含
め
る
。

通
常
『
市
場
か
ら
調
達
で
き

る
も
の
で
最
良
の
も
の
を
実

際
に
用
い
て
評
価
す
る
』
こ

と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
ル
ー
ル
を
踏

ま
え
、
校
正
機
関
は
そ
の
ポ

リ
シ
ー
に
従
っ
て
図
2
に
あ

げ
た
不
確
か
さ
要
因
の
評
価

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
で
は
、
要
因
の
例
と
し

T
Y
P
E　

A
と
T
Y
P
E

　

B
の
2
例
あ
げ
る
こ
と
に

し
、
ま
ず
図
3
に
沿
い
測
定

対
象
の
機
器
の
短
期
の
繰
り

返
し
性
（
以
下
、
短
期
安
定

性
）
の
T
Y
P
E　

A
の
例

を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
、

短
期
安
定
性
の
実
測
値
を
踏

ま
え
C
M
C
の
不
確
か
さ
と

し
て
ど
の
よ
う
な
値
を
申
請

す
る
か
に
よ
り
P
L
A
N　

A
か
ら
P
L
A
N　

C
ま
で

の
三
つ
の
例
を
挙
げ
た
。

　

ま
ず
、
短
期
安
定
性
は
通

常
複
数
回
の
測
定
結
果
の
標

準
偏
差
な
ど
か
ら
評
価
さ
れ

る
が
、
校
正
機
関
が
自
ら
の

力
量
の
評
価
を
行
う
段
階
で

は
、「
市
場
か
ら
調
達
で
き
た

手
持
ち
の
器
物
の
中
で
も
最

良
器
物
」
で
不
確
か
さ
の
評

価
を
行
う
で
あ
ろ
う
。
P
L

A
N　

A
で
は
こ
の
値
で
申

請
す
る
。

　

こ
の
P
L
A
N　

A
の
場

合
、
図
2
の
不
確
か
さ
評
価

手
順
を
個
々
の
認
定
校
正
の

度
に
繰
り
返
し
、
最
終
的
に

評
価
さ
れ
た
校
正
の
不
確
か

さ
が
C
M
C
の
不
確
か
さ
よ

り
大
き
く
な
っ
た
場
合
は
そ

の
大
き
く
な
っ
た
不
確
か
さ

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（27）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

で
校
正
証
明
書
を
発
行
し
、

C
M
C
の
不
確
か
さ
よ
り
小

さ
く
な
っ
た
場
合
は
上
の

ル
ー
ル
（
1
）
に
従
い
、
C

M
C
の
不
確
か
さ
で
報
告
す

る
。
顧
客
か
ら
持
ち
込
ま
れ

る
機
器
は
市
場
か
ら
調
達
さ

れ
た
器
物
で
あ
ろ
う
か
ら
、

図
3
に
あ
る
よ
う
に
短
期
安

定
性
は
「
最
良
器
物
」
よ
り

も
劣
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結

果
、
実
際
に
発
行
す
る
校
正

証
明
書
の
不
確
か
さ
は
し
ば

し
ば
C
M
C
の
不
確
か
さ
よ

り
も
大
き
く
な
る
。
言
い
換

え
る
と
C
M
C
の
不
確
か
さ

で
発
行
で
き
る
場
合
は
、
顧

客
の
持
ち
込
ん
だ
器
物
が
か

な
り
優
れ
た
場
合
に
限
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
（
P
L
A
N　

A
）

は
、
良
い
器
物
を
持
っ
て
い

る
顧
客
の
場
合
に
は
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
小
さ
な
不
確
か

さ
で
校
正
証
明
書
が
発
行
さ

れ
、
校
正
機
関
の
力
量
を
フ

ル
に
発
揮
で
き
る
長
所
が
あ

る
一
方
で
、
毎
回
不
確
か
さ

の
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返

す
点
に
お
い
て
工
数
が
最
大

と
な
る
。

　

一
方
、
図
3
の
右
側
の
P

L
A
N　

B
や
P
L
A
N　

C
に
示
し
た
よ
う
な
別
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
あ
り
う
る
。
P

L
A
N　

B
で
は
図
2
の
手

順
で
行
っ
た
不
確
か
さ
評
価

は
一
つ
の
出
発
点
と
し
て
考

え
る
も
の
の
、
顧
客
が
持
ち

込
む
代
表
的
な
器
物
の
短
期

再
現
性
の
な
か
か
ら
や
や
大

き
め
の
も
の
を
実
績
と
し
て

採
用
し
て
、
当
初
評
価
し
た

理
想
的
な
器
物
の
場
合
の
値

と
置
き
換
え
る
（
P
L
A
N
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（20）

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
伊
藤
信
男
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹

添
雅
雄
▽
田
中
正
憲
▽
奈
良

広
一
▽
堀
井
茂
▽
山
本
研
一

▽
横
山
守
二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0

　

2
0
2
1
年
度
（
令
和
3

年
度
）
計
量
記
念
日
全
国
大

会
が
、
2
0
2
1
年　

月
1

11

日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
イ
ン

タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京

ベ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。
本
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
出
席

者
を
最
小
限
に
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　

2
0
2
1
年
度
受
賞
者
を

表
彰
・
記
念
撮
影
す
る
と
共

に
、
式
典
が
中
止
に
な
っ
た

昨
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）

の
受
賞
者
も
、
密
を
避
け
て

個
別
に
記
念
撮
影
し
た
。

　

式
典
の
概
要
は
、既
に『
日

本
計
量
新
報
』
で
報
道
済
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
東
京
都
計

計
量
記
念
日
式
典
開
催

都
計
協
関
係
の
受
賞
者
紹
介

量
協
会
に

関
係
す
る

受
賞
者
に

つ
き
式
典

の
模
様
を

写
真
で
紹

介
す
る
。

【令和3年度】大岡紀美子氏（東京計量士会副会長）

【令和3年度】横山守二氏（当協会副会長） 【令和3年度】大岡氏と横山氏のスナップ

【令和2年度】小川弘氏（現当協会会長） 【令和2年度】堀井茂氏（現当協会専務理事）

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
計
量
法
施
行
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
と

特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の

公
布
を
受
け
、
特
に
自
動
は

か
り
の
検
定
に

関
し
て
最
新
情

報
を
取
り
ま
と

め
、
会
員
向
け

に
「
計
量
勉
強

会
」
を
2
0
2
1
年　

月　
10

27

日
に
開
催
し
た
。

　

会
場
は
日
本
計
量
会
館
の

会
議
室
を
利
用
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
感
染
予
防
に
留
意

し
会
場
参
加
と
Z
O
O
M
を

利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
参
加
も

可
能
と
し
た
。

　

当
日
、
会
場
で
の
参
加
は

7
名
、
Z
O
O
M
で
は
東
京

で
2
名
、
大
阪
計
量
器
連
合

会
か
ら
3
名
の
参
加
が
あ
り

計
5
名
、
全
体
で　

名
の
参

12

加
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
指
定
検
定
機
関
へ

の
認
可
状
況
や
ユ
ー
ザ
ー
に

対
し
正
し
い
情
報
提
供
が
出

来
る
よ
う
に「
計
量
勉
強
会
」

は
逐
次
開
催
し
て
い
く
。

■
お
知
ら
せ

　

現
在
、
当
協
会
の
H
P
に

つ
い
て
サ
ー
バ
ー
変
更
に
伴

う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
に

つ
き
閲
覧
が
出
来
な
い
状
態

が
続
い
て
お
り
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

対
応
策
と
し

て
、
一
時
的
で

は
あ
り
ま
す
が

下
記
U
R
L
に

て
H
P
の
閲
覧

が
可
能
で
す
。こ
の
U
R
L
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
後
に
は

改
め
て
正
規
の
U
R
L
に
変

更
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

臨
時
U
R
L
：s

h
y
-b
e
p
p
u
-

7
3
4
8
.w
h
ite
s
n
o
w
.jp

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

令
和
3
年
度
第
1
回「
計

量
勉
強
会
」を
開
催

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

　

例
年　

月
1
日
の
計
量
記

11

念
日
に
、都
内
の
計
量
関
係
団

体
、企
業
及
び
計
量
検
定
所
で

組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
「
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
」を
新
宿
駅
西
口
広
場
で
開

催
し
て
き
た
。今
年
度
は
第
2

8
1
号
で
既
報
の
と
お
り
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、昨
年
度
に
引

き
続
き
計
量
展
示
室
の
特
別

展
示
と
共
に
開
催
を
自
粛
し
、

2
0
2
1
年　

月　

日
か
ら

10

16

　

月　

日
ま
で「
W
e
b
版
都

12

15

民
計
量
の
ひ
ろ
ば
2
0
2
1
」

を
特
設
ペ
ー
ジ
上
に
開
設
し

て
実
施
し
た
。

　

都
民
に
楽
し
み
な
が
ら
計

量
制
度
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
と
い
う
記
念
日
イ
ベ
ン

ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
守
り
、

「
く
ら
し
と
計
量
」を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に「
学
ぼ
う
！
く
ら
し

の
中
の
い
ろ
ん
な
計
量
」を
サ

ブ
テ
ー
マ
と
し
て
、①
メ
イ
ン

ペ
ー
ジ
、
②
健
康
と
計
量
の

コ
ー
ナ
ー
、③
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
計
量
の
コ
ー
ナ
ー
、④
環
境

と
計
量
の
コ
ー
ナ
ー
、⑤
食
品

と
計
量
の
コ
ー
ナ
ー
、⑥
計
量

資
料
展
示
の
コ
ー
ナ
ー
、⑦
計

量
マ
ジ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ
ー
、⑧

く
ら
し
の
中
の
計
量
コ
ー

ナ
ー
、
⑨
計
量
雑
学
コ
ー

ナ
ー
、⑩
ク
イ
ズ
と
ア
ン
ケ
ー

ト
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

　

な
お
、
こ
の
特
別
ペ
ー
ジ

の
公
開
終
了
後
の
2
0
2
1

年　

月　

日
か
ら
は
、
東
京

12

16

都
計
量
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s://w

w
w
.to

k
eik
y
o.or.jp

）
か
ら
P

D
F
版
を
し
ば
ら
く
の
期
間

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
正
確
に
測
定
す
る

こ
と
が
生
活
す
る
中
で
と
て

も
大
切
だ
と
、
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
出
来
た
」「
身
近
な
計

量
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
計
量
器
に
つ
い
て
、

『
へ
ー
っ
』『
な
る
ほ
ど
』
と

勉
強
に
な
っ
た
」「
雑
学
的
な

も
の
が
好
き
な
の
で
、「
暮
ら

し
の
中
の
計
量
」
や
「
計
量

雑
学
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
興
味

深
か
っ
た
」
と
多
く
の
方
か

ら
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

　

来
年
度
の
都
民
計
量
の
ひ

ろ
ば
開
催
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り

判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、開

催
に
向
け
て
安
全
対
策
な
ど

の
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
。

【
主
催
】
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】　

イ
シ
ダ
、

（株）

（
一
社
）
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
、　

タ
ニ
タ
、

（株）

　

寺
岡
精
工
、（
一
社
）
東
京

（株）科
学
機
器
協
会
、
東
京
都
環

境
計
量
協
議
会
、
東
京
計
量

士
会
、
東
京
都
計
量
証
明
事

業
協
会
、
東
京
都
水
道
局
、

（
一
社
）
日
本
海
事
検
定
協

会
、
日
本
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
工

業
会
関
東
支
部
、
日
本
硝
子

計
量
器
工
業
協
同
組
合
、（
一

社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
、

（
一
財
）
日
本
穀
物
検
定
協

会
関
東
支
部
、
日
本
電
気
計

器
検
定
所
、　

松
屋
、（
一
社
）

（株）

東
京
都
計
量
協
会
、
東
京
都

計
量
検
定
所（
以
上　

団
体
）

18

計
量
記
念
日
行
事

「
W
e
b
版
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば

2
0
2
1
」を
実
施

　

東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

東
京
計
量
士
会
、
東
京
都
計

量
協
会
、
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
及
び
日
本
硝
子

計
量
器
工
業
協
同
組
合
と
協

定
を
結
び
、
計
量
関
係
の
学

習
支
援
を
す
る
事
を
目
的
と

し
た
「
出
前
計
量
教
室
」（
小

学
4
年
生
か
ら
6
年
生
対

象
）
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、昨
年
度
か
ら
引

き
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
応
と
し
て
、

2
0
2
1
年　

月
末
ま
で
は

12

開
催
を
自
粛
し
た
。
今
後
、第

6
波
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
も
の
の
、現
在
の
感
染
状

況
を
鑑
み
、2
0
2
2
年
1
月

令
和
3
年
度
出
前
計

量
教
室
中
間
報
告

　

東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

消
費
者
へ
の
計
量
制
度
の
普

及
啓
発
を
図
る
た
め
、
都
内

の
区
市
町
村
等
の
自
治
体
が

実
施
す
る
消
費
生
活
展
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
出
展
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
引
き
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
中
止
若
し
く
は
規
模
を

縮
小
し
て
開
催
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
2
0

2
1
年　

月
末
ま
で
は
、
町
田

11

市
、
目
黒
区
、
足
立
区
、
中
央

区
の
1
市
3
区
の
消
費
生
活
展

に
パ
ネ
ル
展
示
の
み
の
出
展
、

東
京
都
の
「
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

東
京
」
に
w
e
b
ペ
ー
ジ
上
の

出
展
（
2
0
2
2
年
1
月　

日
31

ま
で
：h

ttp
://k
u
ra
sh
i

fe
sta
-to
k
y
o
.o
rg
/2
0

2
1
/fe
sta
/to
p
.h
tm
l

）

し
た
の
み
で
あ
る
。

　

今
後
の
出
展
予
定
は
、新
宿

区
、江
東
区
及
び
文
京
区
の
3

区
に
パ
ネ
ル
展
示
で
出
展
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
来
場
者
が

手
の
感
覚
だ
け
で
1
0
0
グ

ラ
ム
分
の
豆
を
量
る
計
量
感

覚
ゲ
ー
ム
を
実
施
す
る
な

ど
、
体
験
型
の
展
示
を
主
に

実
施
し
て
き
た
が
、
三
密
防

止
の
観
点
か
ら
見
直
し
が
必

要
な
た
め
、
来
年
度
に
向
け

て
実
施
内
容
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。

地
域
の
消
費
生
活
展
へ
の
出
展

以
降
の
再
開
を
目
指
し
て
、関

係
機
関
で
調
整
を
行
っ
て
い

る
。

　

再
開
に
際
し
て
は
、
三
密
防

止
を
考
慮
し
て
実
施
内
容
の
見

直
し
を
図
る
。
併
せ
て
、
教
室

を
実
施
す
る
小
学
校
の
指
導
に

従
い
、参
加
人
員
の
制
限
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
ー
ス
ガ
ー

ド
装
着
の
徹
底
、
機
材
等
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
万
全
の
対

策
を
講
じ
て
実
施
す
る
。

　

来
年
度
以
降
も
こ
の
状
況

は
少
な
か
ら
ず
継
続
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
安
全
に
こ
の

事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

実
施
内
容
の
見
直
し
や
安
全

確
保
の
た
め
の
対
策
を
検
討

し
、
必
要
な
機
材
の
準
備
等

を
進
め
て
い
く
。

東
京
都
計
量
協
会

適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成

講
習
会（
流
通
関
係
）開
催

　

東
京
都
計
量
協
会
計
量
管

理
研
究
部
会
は
、
検
定
所
管

理
指
導
課
と
の
協
力
の
も

と
、
適
正
計
量
管
理
主
任
者

養
成
講
習
会
（
流
通
関
係
）

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

【
日
時
】
2
0
2
2
年
2
月
4

日　

、
9
時　

分
～　

時　

分

（金）

30

16

30

【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階
（
会
議
室
A
）

【
募
集
人
員
】
約　

名
12

【
内
容
】
①
講
義
（
計
量
法

の
あ
ら
ま
し
と
適
正
計
量
管

理
事
業
所
制
度
に
つ
い
て
）②

筆
記
試
験（
講
義
内
容
に
つ
い

て
）
③
実
習
（
商
品
量
目
の
検

査
方
法
に
つ
い
て
）④
筆
記
試

験
の
解
説
及
び
講
評（
筆
記
試

験
合
格
者
へ
東
京
都
計
量
検

定
所
よ
り
認
定
書
授
与
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
】
協
会
（
竹
添
）
＝
電
話

0
3
―
6
6
6
6
―
8
9
6

0
、電
子
メ
ー
ルm

-tak
ez

oe@
tok
eik
y
o.or.jp
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